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CHAPTER

1
P70~81

信
し ん こ う せ い か つ

仰生活の原
げ ん そ く

則

神
かみ

を信
しん

じて救
すく

われた後
あと

、クリスチャンとして成
せいちょう

長していくことを考
かんが

えたことがあ

りますか ? あなたは成
せいちょう

長したいですか ?

洗礼をゴールに考えている人がいるかもしれませんが洗礼からスタートです。生

まれたばかりの赤子としてどんどん成長していくことを目指しましょう。成長し

ていくことが大変で面倒なことではなく、喜びであり願いであるように伝えま

しょう。

それぞれ得手不得手があるかもしれませんが祈ってバランスよく成長するように

願いましょう。

意識すること、祈ること、兄弟姉妹と支え合い励まし合うこと、分かち合いも有

効です。

P71 〜 81 まで読
よ

んで、クリスチャンとして成
せいちょう

長するために必
ひつよう

要な 7 つの習
しゅうかん

慣で、

自
じ ぶ ん

分が一
いちばん

番難
むずか

しく感
かん

じるものは何
なん

ですか ?

どうしたら習
しゅうかんか

慣化できるか考
かんが

えてみましょう。
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復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、7 つの習
しゅうかん

慣を身
み

につけて私
わたし

の信
しんこう

仰を成
せいちょう

長させてくださ

い。御
み な

名によって祈
いの

ります。アーメン。

聖
せいしょ

書は神
かみ

の「　言葉　」です。「　毎日　」読
よ

みましょう。分
わ

からないところ
を飛

と

ばして、ひとまず聖
せいしょ

書を「　通して　」読
よ

んでみましょう。「　辞書　」
などで学

まな

ぶことも良
よ

いですが、「　自分　」にどのように語
かた

っておられるか、
思
おも

い巡
めぐ

らすことが大
だ い じ

事です。（参
さんしょう

照：P71 〜 72）
祈
いの

りは神
かみ

と人
にんげん

間の「　 交流 　」です。まず「　  天のお父様  　」と呼
よ

びかけ、
神
かみ

をほめたたえ、神
かみ

からの恵
めぐ

みに「　  感謝  　」し、「　  罪 　」を悔
く

い改
あらた

め
たり、「　　願い　　」を言

い

ったり、他
た し ゃ

者の為
ため

の「　とりなし　」をしたりして、
最
さ い ご

後に「　　主イエス・キリストのお名前によって祈ります　　」と結
むす

びます。
聖
せいれい

霊によって祈
いの

り、「　 異言 　」でも祈
いの

りましょう。（参
さんしょう

照：P73 〜 75）
礼
れいはい

拝はクリスチャンが集
あつ

まって神
かみ

を「　 賛美 　」し、「　御言葉　」をいただき、
祈
いの

り、 献
けんきん

金する大
だ い じ

事な時
とき

です。休
やす

まず、「　　 遅刻 　　」しないで行きましょ
う。「　　祈祷会　　」など諸

しょしゅうかい

集会にもできるだけ出
しゅっせき

席しましょう。
（参

さんしょう

照：P75 〜 76）
奉
ほ う し

仕は教
きょうかい

会を形
けいせい

成し自
じ ぶ ん

分の信
しんこう

仰を「　成長　」させます。教
きょうかい

会はあなたの奉
ほ う し

仕
を「　必要　」としています。それは「　義務　」や強

し

いられて行
おこな

うものでな
く、「　喜び　」 をいただくものです。（参

さんしょう

照：P76 〜 77）
クリスチャン同

ど う し

士の交
まじ

わりはお互
たが

いを成
せいちょう

長させます。互
たが

いに「　 励まし 　」
合
あ

い、「　徳　」を高
たか

め、救
すく

われたこと、「　日常　」の恵
めぐ

みや感
かんしゃ

謝を語
かた

り合
あ

い
ましょう。（参

さんしょう

照：P77 〜 78）
誰
だれ

かに伝
でんどう

道することはキリストから与
あた

えられた「　使命　」です。「　教会　」
に誘

さそ

ったり、自
じ ぶ ん

分の救
すく

いの「　証　」や、主
しゅ

イエスの「　 十字架 　」を語
かた

っ
ていきましょう。（参

さんしょう

照：P78 〜 79）
私
わたし

たちは誰
だれ

かの献
けんきん

金によって救
すく

われました。「　救い　」の為
ため

に、教
きょうかい

会の維
い じ

持
運
うんえい

営のために、感
かんしゃ

謝と喜
よろこ

びを持
も

って捧
ささ

げましょう。「　   十分の一  　 」献
けんきん

金、
「　 席上　」献

けんきん

金、「　感謝　」 献
けんきん

金、「　特別　」献
けんきん

金、「　指定　」献
けんきん

金な
どがあります。（参

さんしょう

照：P79 〜 80）
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CHAPTER

2-1
P82~93

教
きょうかい

会生
せ い か つ

活・信
し ん こ う

仰生
せ い か つ

活

あなたには教
きょうかいせいかつ

会生活を送
おく

っている中
なか

で問
もんだい

題が生
しょう

じたとき、相
そうだん

談したり、祈
いの

ってく

れる人
ひと

がいますか？

P82 〜 93 まで読
よ

んで初
はじ

めて知
し

ったり、心
こころ

に残
のこ

ったことはどんなことでしたか ?

関
かんれん

連して新
あたら

しく湧
わ

いた疑
ぎ も ん

問や、もう少
すこ

し尋
たず

ねてみたいことが何
なに

かありますか ?

一
ひ と り

人が質
しつもんしゃ

問者、一
ひ と り

人が答
こた

える役
やく

になって、分
わ

かるように説
せつめい

明できるか、ロールプ

レイをしてみましょう。
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4

教
きょうかいせいかつ

会生活、信
しんこうせいかつ

仰生活で何
なに

か困
こま

ったことが起
お

こったり、分
わ

からないことがあったら、牧
ぼ く し

師

に聞
き

きよく相
そうだん

談しましょう。また良
よ

い信
しんこう

仰の先
せんぱい

輩や同
おな

じような経
けいけん

験をした方
かた

の証
あかし

を聞
き

く

のも良
よ

いことです。 そして自
じ ぶ ん

分でも祈
いの

り、教
きょうかい

会でも祈
いの

ってもらいましょう。

自分と同じ時期に洗礼を受けた人や、良い信仰の先輩、そして牧師と、何かあっ

た場合相談出来、祈ってもらえる人を作りましょう。この学びを一緒にしている

人も、これから祈り合える繋がりになれると思います。

自分と同じ時期に洗礼を受けた人や、良い信仰の先輩、そして牧師と、何かあっ

た場合相談出来、祈ってもらえる人を作りましょう。この学びを一緒にしている

人も、これから祈り合える繋がりになれると思います。

小さなことでも疑問に思うことや聞いてみたいことを出してみましょう。

ロールプレイは行ってみると自分の分かっていなかった点を知ることができま

す。ぜひ行ってみてください。その後、感想を聞いてみましょう。



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、教
きょうかいせいかつ

会生活の中
なか

でいろいろな疑
ぎ も ん

問や悩
なや

みが出
で

てきても、祈
いの

って乗
の

り

越
こ

えて行
い

けますように。助
たす

け手
て

となってくれる先
せんせい

生や 兄
きょうだいしまい

姉 がいることを

感
かんしゃ

謝します。御
み な

名によってお祈
いの

りします。アーメン。

洗
せんれい

礼は「　 信仰 　」の表
ひょうめい

明ですから受
う

けるべきです。「　　 洗礼準備講座 　　」
などで学

まな

びましょう。（参
さんしょう

照：P82 〜 83）
洗
せんれい

礼を家
か ぞ く

族に反
はんたい

対されたら理
り ゆ う

由を聞
き

き、「　議論　」は避
さ

けて、受
う

けたいことを穏
おだ

やかに話
はな

しましょう。信
しんきょう

教の「　自由　」が法
ほうりつ

律にあるので、洗
せんれい

礼は自
じ ぶ ん

分で決
き

めら
れますが、家

か ぞ く

族と悪
わる

い関
かんけい

係にならないように気
き

を付
つ

けましょう。
（参

さんしょう

照：P83 〜 84）
礼
れいはい

拝に出
しゅっせき

席できない時
とき

は牧
ぼ く し

師に知
し

らせ、他
ほか

の「　時間　」や曜
よ う び

日、ネットなどを
利
り よ う

用して礼
れいはい

拝できるように工
く ふ う

夫しましょう。（参
さんしょう

照：P84 〜 85）
遅
ち こ く

刻は一
ひと

つになっている参
さ ん か し ゃ

加者の礼
れいはい

拝への心
こころ

をそらしてしまうかもしれません。し
ないように気

き

を付
つ

け「　　10 〜 15　　」分
ふんまえ

前には教
きょうかい

会に着
つ

いていましょう。また
遅
ち こ く

刻される方
かた

は事
じじょう

情があるかもしれないので祈
いの

りましょう。（参
さんしょう

照：P85 〜 86）
日
に ち よ う び

曜日が休
やす

みでないクラブ活
かつどう

動や仕
し ご と

事を選
えら

ぶときは、それが神
かみさま

様の御
みこころ

心かどうかを
まず祈

いの

りましょう。また礼
れいはい

拝を守
まも

る工
く ふ う

夫をし、クリスチャンとの「　 交わり 　」
も行

おこな

えるようにしましょう。（参
さんしょう

照：P86 〜 87）
奉
ほ う し

仕は強
し

いられてではなく、「　喜び　」をもって行
おこな

いましょう。頼
たの

まれたらやっ
てみることも大

たいせつ

切ですし、きちんと引
ひ

き次
つ

いで止
や

めることも可
か の う

能です。教
きょうかいいん

会員になっ
たばかりの人

ひと

が奉
ほ う し

仕を行
おこな

い過
す

ぎたり、「　礼拝　」より奉
ほ う し

仕に重
じゅうてん

点が置
お

かれそうな
ら断

ことわ

ることも出
で き

来ます。（参
さんしょう

照：P87 〜 88）
自
じ ぶ ん

分にもできる奉
ほ う し

仕は必
かなら

ずあります。「　賜物　」が何
なに

か見
み

つけていきましょう。
（参

さんしょう

照：P88 〜 89）
礼
れいはい

拝だけでなく交
まじ

わりも大
たいせつ

切です。  礼
れ い は い ご

拝後少
すこ

し残
のこ

ったり、   平
へいじつ

日やルールを守
まも

って
「　　メール　　」などを利

り よ う

用し、良
よ

い交
まじ

わりを持
も

ちましょう。（参
さんしょう

照：P89 〜 90）
どうしても苦

に が て

手な人
ひと

が出
で き

来てしまったら、まず祈
いの

って、「　礼拝　」は工
く ふ う

夫しても
休
やす

まないようにしましょう。（参
さんしょう

照：P90 〜 91）
教
きょうかい

会の信
し ん と

徒グループは交
まじ

わり ( お互
たが

いの成
せいちょう

長 ) と「　宣教　」の為
ため

に大
だ い じ

事な活
かつどう

動です。
グループに属

ぞく

することに抵
ていこう

抗があるならば、その理
り ゆ う

由を見
み

つめ、問
もんだい

題の解
かいけつ

決を図
はか

り
ましょう。（参

さんしょう

照：P91 〜 92） 
集
しゅうかい

会 以
い が い

外にも教
きょうかい

会に来
き

て良
よ

いかは教
きょうかい

会によって違
ちが

いますので牧
ぼ く し

師に気
き が る

軽に聞
き

いて
みましょう。自

じ ゆ う

由に来
こ

れる教
きょうかい

会でも牧
ぼ く し

師の働
はたら

きの「　妨げ　」にはならないように
気
き

を付
つ

けましょう。（参
さんしょう

照：P92 〜 93）
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CHAPTER

2-2
P93~100

教
きょうかい

会生
せ い か つ

活・信
し ん こ う

仰生
せ い か つ

活

あなたにとって献
けんきん

金はどのようなイメージがありますか ?

P93 〜 100 まで読
よ

んで初
はじ

めて知
し

ったり、心
こころ

に残
のこ

ったことはどんなことでしたか ?

関
かんれん

連して新
あたら

しく湧
わ

いた疑
ぎ も ん

問や、もう少
すこ

し尋
たず

ねてみたいことが何
なに

かありますか ?

一
ひ と り

人が質
しつもんしゃ

問者、一
ひ と り

人が答
こた

える役
やく

になって、分
わ

かるように説
せつめい

明できるか、ロールプ

レイをしてみましょう。

1

2

3

4

教
きょうかいせいかつ

会生活、信
しんこうせいかつ

仰生活で何
なに

か困
こま

ったことが起
お

こったり、分
わ

からないことがあったら、牧
ぼ く し

師

に聞
き

きよく相
そうだん

談しましょう。また良
よ

い信
しんこう

仰の先
せんぱい

輩や同
おな

じような経
けいけん

験をした方
かた

の証
あかし

を聞
き

く

のも良
よ

いことです。 そして自
じ ぶ ん

分でも祈
いの

り、教
きょうかい

会でも祈
いの

ってもらいましょう。

ある人にとって献金できることは喜びであり、豊かに惜しみなく捧げる事が出来

ます。でもそれは献金の賜物がある人で、多くいるわけではありません。リーダー

にこの賜物があると捧げられない人を理解できず、裁いてしまう可能性があるの

で注意しましょう。 献金のことはナイーブです。捧げている人は高ぶりやすく、

捧げられない人は委縮してしまう傾向にあります。お互いにどの位の額をしてい

るのだろうということを知りたいけれど、聞けないジレンマがあったりします。

時には献金を会費、参加費、運営・維持費、牧師の給与などと人間的に考えてし

まっている人もいるかもしれません。でも献金は神への尊い捧げ物です。神への

感謝の心を込めて捧げる事が一番大切なことなのです。 また捧げられた献金はそ

の中から教団を通して日本の宣教のために用いられています。什一献金をはじめ、

献金は大いに祝福されるものですので、良いイメージを持てるようにしましょう。

語ってみることで献金について、祈りについて、より深く理解していきます。

ぜひ行ってみてください。

異言のことも出ているので何でも話し合いましょう。

自由に話せる雰囲気を作りましょう。



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、救
すく

われて献
けんきん

金のできる者
もの

となれたことを感
かんしゃ

謝します。喜
よろこ

びもっ

て捧
ささ

げ、喜
よろこ

びもって祈
いの

れますように。どうぞ私
わたし

たちを豊
ゆた

かにしてください。

御
み な

名によってお祈
いの

りします。アーメン。

献
けんきん

金は自
じ ゆ う

由で「　 強制 　」的
てき

なものではありませんが、教
きょうかい

会の活
か つ ど う ひ

動費は必
ひつよう

要です。
「　 神 　」に対

たい

して行
おこな

っていると確
かくしん

信して自
じ ぶ ん

分で決
き

めて行
おこな

いましょう。
（参

さんしょう

照：P93 〜 94）

十
じゅうぶん

分の一
いち

献
けんきん

金をするのが難
むずか

しい時
とき

は、自
じ ぶ ん

分の「　経済　」が守
まも

られることを祈
いの

りま
しょう。そして牧

ぼ く し

師にも話
はな

して祈
いの

って戴
いただ

きましょう。（参
さんしょう

照：P94）

十
じゅうぶん

分の一
いち

献
けんきん

金は額
がくめん

面か手
て ど

取りかと考
かんが

えるより、信
しんこう

仰により、感
かんしゃ

謝と「　恵み　」の
視
し て ん

点で考
かんが

えましょう。（参
さんしょう

照：P94 〜 95）

経
けいざいてき

済的に厳
きび

しくても、献
けんきん

金することは良
よ

いことですが、神
かみ

が私
わたし

たちの経
けいざい

済を見
み す

過ご
されないと信

しん

じると共
とも

に、「　　　　与えられているもの　　　　」を大
たいせつ

切にし、
それをどのように使

つか

うかを考
かんが

えましょう。（参
さんしょう

照：P95 〜 96）

なかなか祈
いの

れないと思
おも

う人
ひと

は「　会話　」をするように祈
いの

りましょう。御
み こ と ば

言葉に
応
おうとう

答したり、 「　賛美　」をもって祈
いの

ったり、黙
だま

って主
しゅ

の前
まえ

に出
で

るだけでも祈
いの

りになっ
ているのです。（参

さんしょう

照：P96 〜 97）

聖
せいれい

霊の「　　  バプテスマ  　　」は求
もと

めましょう。でも異
い げ ん

言にこだわらず、神
かみ

をた
たえ、「　感謝　」し、 とりなしの祈

いの

りをし、祈
いの

り込
こ

んでみましょう。そして聖
せいれい

霊に
委
ゆだ

ねていきましょう。（参
さんしょう

照：P97 〜 98）

経
けいざいてき

済的に厳
きび

しくてもできる限
かぎ

り「　借金　」はせず、どうしてもしなければならな
いときは安

あんぜん

全な所
ところ

( 公
こうてききかん

的機関 ) から借
か

り、信
し ん と か ん

徒間ではしないようにしましょう。も
し行

おこな

うなら「　　借用書　　」などを用
よ う い

意し、トラブルにならないようにしましょう。
（参

さんしょう

照：P98 〜 99）

教
きょうかい

会で個
こ じ ん て き

人的に何
なに

かを販
はんばい

売するのは難
むずか

しいでしょう。お金
かね

に関
かか

わることは
「　　慎重　　」にするべきです。（参

さんしょう

照：P100）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆



スタート！クリスチャンライフ ワークシート

テキスト

〈じっせんへん〉実践編

CHAPTER

3
P102~108

恋
れ ん あ い

愛・結
け っ こ ん

婚

あなたはキリスト教
きょう

とそうでない結
けっこんしき

婚式に出
しゅっせき

席したことがありますか ? どんな違
ちが

いと感
かんそう

想を持
も

って

いますか ?

これから結
けっこん

婚する人
ひと

や結
けっこん

婚するこどもや孫
まご

をもっている人
ひと

は、キリスト教
きょう

で結
けっこんしき

婚式を挙
あ

げたいと強
つよ

く願
ねが

いますか ?

なぜ離
り こ ん

婚になるのだと思
おも

いますか ?

離
り こ ん

婚しない秘
ひ け つ

訣、幸
しあわ

せな結
けっこん

婚をする秘
ひ け つ

訣は何
なん

だと思
おも

いますか ?

1

2

3

4

恋
れんあい

愛、結
けっこん

婚は当
と う じ し ゃ

事者二
ふ た り

人の問
もんだい

題と考
かんが

えがちですが、神
かみ

が合
あ

わせてくれたものであり、牧
ぼ く し

師

によく相
そうだん

談して祈
いの

ってもらいましょう。

キリスト教の場合は神の前での誓約があります。天地を創造された偉大なお方の前に、生涯を共に
することを誓うのですから、ただ好きになって一緒になることを超え、厳かで重要な時であったと
思います。また、普通結婚式は親族のみで、友人知人は披露宴からが多いかもしれませんが、キリ
スト教の場合は基本的に結婚式も身内でなくても出席することができます。出席者はただ参加して
いるだけではなく、2 人が結婚を誓約したことの証人になっています。厳粛な誓約と牧師の本当の
愛についてのショートメッセージを聞いて、キリスト教でない結婚式に比べ感動したというコメン
トがあったら幸いです。

これはぜひ強く願って戴きたいことです。神の前で誓約したことは、後に夫婦間でトラブルが生ま
れたとしても乗り越えていく力にきっとなります。またこの結婚は神が祝福してくれてはじめられ
たことも支えになるでしょう。また夫婦間の問題だとしても自分たちの問題ではなく、多くの人た
ちの祈りと支えがあったことも思い出せます。 二人共か、あるいは片方の人が信仰を持っていない
場合でも、キリスト教で式を挙げることを勧めましょう。多くの教会は結婚講座があります。その
ときに福音が語られ、神のアガペーの愛を通して本当の愛がどのようなものかを知ることができま
す。結婚前の柔らかな心の時に、神の愛を知ることで救われる人もいるでしょう。救いに至らなく
てもキリスト教の素晴らしさを感じるのではないでしょうか。

離婚しない秘訣は自分の人生に離婚という選択肢はないと決めることです。そして幸せな結婚をす
る秘訣は二人で見つめ合って生きるのではなく、同じものを二人で見つめて生きるのです。お互い
をずっと見ていると悪いものも見えはじめ、失望したり苛立ったりしてきます。そうではなく同じ
ものを見ていくことが良いのです。でも見つめるものは何でも良いわけではありません。趣味や仕事、
こどもを見ても良くないときは一緒に気持ちが落ちてしまいます。そうではなく、神を見るのです。
二人で神を見て生きるならば、たとえどちらかが倒れてももう一人が信仰によって引き上げられま
す。たとえどちらかが悲しんでいてももう一人が神の愛で覆えます。互いに祈り合え、祈りを聞く
ことで相手の本当のやさしさを知ることができます。幸せな結婚となる秘訣は神を信じることなの
です。

離婚の背景には聖書の言う「罪」があります。罪は破綻をもたらしますし、お互い傷を残します。



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、結
けっこんしき

婚式において神
かみ

の前
まえ

で誓
せいやく

約できることを感
かんしゃ

謝します。神
かみ

が合
あ

わ

せてくださったと確
かくしん

信を持
も

って、それぞれの家
か ぞ く

族が祝
しゅくふく

福されますように。主
しゅ

の御
み な

名によって祈
いの

ります。アーメン。

好
す

きな人
ひと

が出
で き

来たら早
はや

めに牧
ぼ く し

師に相
そうだん

談し、「　良い本　」を紹
しょうかい

介してもらって
二
ふ た り

人で読
よ

み、正
ただ

しい交
こうさい

際をしましょう。デートで「　金銭　」的
てき

な負
ふ た ん

担をかけな
いようにし、帰

かえ

りも遅
おそ

くならないようにしましょう。（参
さんしょう

照：P102 〜 103）

未
み し ん じ ゃ

信者の人
ひと

と交
こうさい

際していたら、  キリストを信
しん

じるように伝
でんどう

道し、  礼
れいはい

拝に出
しゅっせき

席し
てもらって、牧

ぼ く し

師とも会
あ

って親
した

しくなってもらいましょう。 信
しんこう

仰の一
い っ ち

致は
「　　生き方　　」の一

い っ ち

致です。（参
さんしょう

照：P103）

結
けっこん

婚を決
き

めたら相
あ い て

手が未
み し ん じ ゃ

信者でもキリスト教
きょう

で式
しき

を挙
あ

げ、牧
ぼ く し

師が「　司式　」を
するように求

もと

めましょう。式
しき

までの流
なが

れを牧
ぼ く し

師から教
おそ

わり、「　　結婚講座　　」
を受

う

けましょう。結
けっこんしき

婚式で神
かみ

の前
まえ

に 「　誓約　」をすることはとても重
じゅうよう

要なこと
です。結

け っ こ ん ご

婚後のことも牧
ぼ く し

師と話
はな

し合
あ

いましょう。（参
さんしょう

照： P104 〜 105）

結
けっこんしき

婚式についてですが、式
しき

は神
かみ

への誓
せいやく

約が中
ちゅうしん

心で大
おお

きな違
ちが

いはありません。でも
「　　    披露宴    　　」 は有

う む

無や規
き ぼ

模の大
おお

きさ、場
ば し ょ

所、費
ひ よ う

用など個
こ じ ん さ

人差がありま
す。「　   両親  　」の意

い こ う

向も含
ふく

め、二
ふ た り

人でよく話
はな

し合
あ

って決
き

めましょう。教
きょうかい

会に
「　　慶弔規定　　」があるかを確

かくにん

認し、結
けっこんかんしゃけんきん

婚感謝献金や、司
し し き し ゃ

式者、 奏
そうがくしゃ

楽者など
へのお礼

れい

も考
かんが

えておきましょう。（参
さんしょう

照：P106 〜 107）

離
り こ ん

婚は良
よ

くないですが、事
じじょう

情によってさまざまな判
はんだん

断がなされる問
もんだい

題です。何
な ん ど

度
で も 時

じ か ん

間 を か け て 牧
ぼ く し

師 や 信
し ん こ う

仰 の 先
せ ん ぱ い

輩 に 相
そ う だ ん

談 し 、 祈
い の

り ま し ょ う 。 多
お お

く の
「　　リスク　　」が伴

ともな

うので軽
かる

く考
かんが

えてはならないことです。
（参

さんしょう

照：P107 〜 108）

離
り こ ん

婚は「　罪　」です。でもキリストの赦
ゆる

しがあります。真
し ん し

摯に祈
いの

り、悔
く

い改
あらた

め、
相
あ い て

手に誠
せ い い

意を尽
つ

くす者
もの

でありましょう。（参
さんしょう

照：P108）

◆

◆

◆

◆

◆

◆



スタート！クリスチャンライフ ワークシート

テキスト

〈じっせんへん〉実践編

CHAPTER

4
P110~116

家
か て い

庭

あなたの家
か て い

庭はクリスチャンホームですか ? クリスチャンホームになることを願
ねが

いますか ?

あなたはどんなクリスチャンホームを築
きず

きたいですか ?

P110 〜 116 まで読
よ

んで、自
じ ぶ ん

分が今
いま

、一
いちばん

番力
ちから

を注
そそ

ぎたいものは何
なん

でしたか ? その為
ため

に具
ぐ た い て き

体的に行
おこな

お

うと思
おも

ったことがありますか ?

1

2

3

家
か て い

庭について質
しつもん

問や悩
なや

みがあったら、( 言
い

える範
は ん い

囲で ) お話
はな

しください。4
言葉に出せるだけでも孤立を避けられます。一つ一つの問題を真摯に聞き、丁寧に受け止めてたと
え解決策が思いつかなくても、全能者にあずけてみんなで祈っていく雰囲気を作りましょう

家族関係の修復、見直し、家庭での祈り ( ディボーション )、信仰継承、家族の教会での在り方、子育て、
未信者の家族の救い、クリスチャンとしての家庭での在り方など、本音が出せる雰囲気にしましょう。
そのための具体的な行動をみんなで考えてもらうのも良いかもしれません。

築きたいと願えるようにしましょう。健全な ( 機能している ) クリスチャンホームを築くように願
うことはとても重要です。

簡単な質問のように思われるかもしれませんが、ある人々にとっては答えにくい質問です。「クリス
チャンホームですか ?」と聞かれて「そうです」と答えたいのですが、「果たして我が家は本当にク
リスチャンホームと言えるのだろうか ?」という思いを持つ人が必ずいます。「洗礼は受けたけれど
教会には行っていない」「礼拝には行っているけれど、家庭ではとてもクリスチャンとは言えない態
度だ」 そんな思いから「クリスチャンホームです」 と言いにくくなっている人もいます。「洗礼を受
けているならクリスチャンホームですよ」 「イエス様を信じているならクリスチャンホームです」と
励ましますが、さらに深い問題が潜んでいることもあるので個別に話しを聞いてみましょう。
また「クリスチャンホームになることを願いますか ?」という単純な質問に対しても、「この家族が
救われるはずがない」「この人 ( 家族 ) など救われる価値などない」と、この質問で問題が浮上する
こともあります。虐待を受けていたり、家族からの愛を受け取れていない場合、このような感情が
湧いてきますので、答える言葉だけではなく、声のトーンや顔の表情、目の位置、全体の雰囲気から、
何の問題もなく「はい、もちろんです」と言っているかを確認しましょう。



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、神
かみさま

様がまだ信
しんこう

仰を持
も

っていない私
わたし

たちの家
か ぞ く

族を救
すく

ってくださり、

素
す ば

晴らしいクリスチャンホームを築
きず

けますようにお願
ねが

い致
いた

します。御
み な

名に

よって祈
いの

ります。アーメン。

クリスチャンホームはクリスチャン夫
ふ う ふ

婦でできますが、その家
かてい

庭にいつもキリス

トがおられるということです。「　　家庭礼拝　　」やディボーション、祈
いの

りを

家
か て い

庭で行
おこな

い、こどもが与えられたら「　　　クリスチャン　　　」になるよう育
そだ

てましょう。家
か ぞ く

族そろって教
きょうかい

会の「　礼拝　」を捧
ささ

げることは素
す ば

晴らしいことです。

（参
さんしょう

照：P110 〜 111）

クリスチャン夫
ふ う ふ

婦であっても意
い け ん

見が合
あ

わないことはありますが、伴
はんりょ

侶の意
い け ん

見、

伴
はんりょ

侶そのものを「　　尊重　　」する姿
し せ い

勢をいつも大
だ い じ

事にしましょう。

（参
さんしょう

照：P111 〜 112）

聖
せいしょてき

書的な子
こ そ だ

育てとは、神
かみ

を「　愛　」する子
こ

に育
そだ

てることです。その為
ため

に夫
ふ う ふ

婦

が「　神　」 を愛
あい

し、「　 互い 　」に愛
あい

し合
あ

っていることをこどもに見
み

せましょ

う。教
きょうかいがっこう

会学校などでもを他
ほか

の大
お と な

人から教
おし

えられことが大
だ い じ

事であり、こどもがやが

て「　自らの意思　」で礼
れいはい

拝に出
しゅっせき

席し自
じ り つ

立した信
しんこうしゃ

仰者になるよう育
そだ

てましょう。

（参
さんしょう

照：P112 〜 113）

献
け ん じ し き

児式とは、子
こ

の心
しんしん

身の健
けんこう

康と霊
れいてき

的「　祝福　」を祈
いの

っていただき、親
おや

が神
かみ

から

託
たく

された子
こ

として育
そだ

てていく「　決意　」を表
あらわ

す式
しき

です。（参
さんしょう

照：P113 〜 114）

こどもが礼
れいはいちゅう

拝中静
しず

かに出
で き

来なくても「　愛　」をもって対
たいおう

応しましょう。こども

は大
たいせつ

切な「　求道　」者
しゃ

、神
かみ

のこどもです。こどもに対
たい

してビジョンをもってい

きましょう。（参
さんしょう

照： P114 〜 115）

家
か ぞ く

族の救
すく

いは、神
かみ

のみこころですので、救
すく

われることを信
しん

じて祈
いの

り、愛
あい

をもって

接
せっ

し、 「　 伝道 　」しましょう。（参
さんしょう

照照：P115 〜 116）

◆

◆

◆

◆

◆

◆



スタート！クリスチャンライフ ワークシート

テキスト

〈じっせんへん〉実践編

CHAPTER

5
P118~122

仕
し ご と

事

あなたは職
しょくば

場で、どの位
くらい

、神
かみさま

様のことを思
おも

い出
だ

しますか ?

あなたがクリスチャンであることを、職
しょくば

場のどの程
て い ど

度の人
ひとびと

々が知
し

っていますか ?

あなたは職
しょくば

場で証
あか

しや伝
でんどう

道ができますか ? 言
こ と ば

葉で言
い

えないけれども何
なに

かで信
しんこう

仰を表
あらわ

していることが

ありますか ?

1

2

3

仕
し ご と

事について質
しつもん

問や悩
なや

みがあったら、( 言
い

える範
は ん い

囲で ) お話
はな

しください。4

教会や家で祈る時には神様を感じても、仕事をしている時はそれに集中しているので思い出すこと
はない、という人は多いかもしれませんがとても勿体ないことです。神様は私たちが一番力を必要
とし、失敗が赦されないようなところに働いてくださり、上手くいかなくてどうにもならない時に
希望を与えてくださいます。家に帰って一日を振り返ってから仕事の時のことを思い出して祈る方
もいるかもしれませんが、仕事の休み時間、また、 何かをしている真っ最中でも「神様 ! 助けて !」「イ
エス様、感謝 !」など、短くて良いので叫んでみてはいかがでしょう。職場で働いているときも主が
そばに居てくださっていることを感じられたらこれほど心強いことはありません。

職場で自分がクリスチャンであることを証すると、利用されたり、甘く見られたり、勧誘されない
かと警戒されたり、マイナス面を想像して、なかなかクリスチャンであると言えない人もいるかも
しれません。また自分があまり仕事ができないので証にならないから話せない、という人もいるで
しょう。クリスチャンであると告白したら清廉潔白でなくてはならないので窮屈になる、という人
ももしかしたらいるかもしれません。でも私たちは世の光として存在しています。たとえ職場では
伝道してはいけないという決まりがあったとしても自分がイエス・キリストを信じているクリスチャ
ンだということは職場の全員が知っているようにしましょう。入社の時や、新人歓迎会の時などの
自己紹介の時に「自分はクリスチャンです」あるいは「自分はクリスチャンになりました」と大胆
に告白しましょう。またそのために祈り、そして祈ってもらって聖霊に満たされ勇気を戴きましょう。 
この告白を通して、だれかが自分のところに来て救われますようにと祈りましょう。

職場では宗教の勧誘禁止、というところがほとんどです。デスクの上に御言葉入りの文房具を置い
たり、クリスチャンと分かる T シャツを着たり、車にステッカーを張ったり、 ラインのスタンプを
クリスチャン用にしてみたりして工夫しましょう。

( リーダーの方へ ... 職場での信仰の告白は強要しないように注意しましょう。実際に職場に心ない
上司や同僚がいる場合がありますし、サタン的な考えの人がいることもあります。告白後に働きに
くくなり仕事を辞めてしまうようなことになってはいけません。本人の信仰の強さによって状況が
どうであっても変わってきます。不安を感じている場合はまず祈り、聖霊に満たされ、きちんとし
た確信をもって前に進めますよう励ましましょう )



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、神
かみさま

様が職
しょくば

場の中
なか

の色
いろいろ

々な事
ことがら

柄の内
うち

にも働
はたら

いて下
くだ

さることを感
かんしゃ

謝し

ます。世
よ

の中
なか

に流
なが

されないで、クリスチャンとして、良
よ

い影
えいきょう

響を与えられま

すように。アーメン。

仕
し ご と

事を選
えら

ぶときは、出
で き

来るなら「　　日曜礼拝　　」が守
まも

れ、「　神　」が与
あた

えて下
くだ

さったと確
かくしん

信でき、それによって主
しゅ

のために働
はたら

いている実
じっかん

感があるもの

を祈
いの

って選
えら

びましょう。（参
さんしょう

照：P118 〜 119）

転
てんきん

勤がある場
ば あ い

合は、牧
ぼ く し

師とよく相
そうだん

談し転
てんきんさき

勤先で出
しゅっせき

席する教
きょうかい

会を決
き

めましょう。

「　　教会籍　　」 や「　　 十分の一献金 　　」をどうするかも相
そうだん

談しましょ

う。（参
さんしょう

照：P119）

仕
し ご と

事 で 礼
れ い は い

拝 に 出
しゅっせき

席 で き な い 場
ば あ い

合 は ど こ か で 礼
れ い は い

拝 の 時
と き

を 持
も

ち 、

「　　礼拝説教　　」は聞
き

くように心
こころ

がけましょう。（参
さんしょう

照：P119 〜 120）

職
しょくば

場で神
かみだなさんぱい

棚参拝や地
じ ち ん さ い

鎮祭などを行
おこな

わなければならない時
とき

は、他
ほか

の方
かた

のなさるこ

とを「　否定　」しないで、『私
わたし

はクリスチャンなので自
じ ぶ ん

分なりの祈
いの

り方
かた

でさ

せていただきたい』と言
い

えると良
よ

いかもしれません。偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をしないでいら

れるよう、神
かみ

の守
まも

りを祈
いの

りましょう。 （参
さんしょう

照：P120 〜 121）

仕
しごとじょう

事上お酒
さけ

を勧
すす

められたら、「　丁寧　」に断
ことわ

り、お酒
さけ

によらない楽
たの

しい付
つ

き

合
あ

いをしていくことが大
たいせつ

切です。（参
さんしょう

照：P121）

職
しょくば

場の人
にんげんかんけい

間関係が上
う ま

手くいかなくても、「　 愛する 　」ことを実
じっせん

践し、その

方
かた

の救
すく

いと 「　祝福　」を祈
いの

りましょう。うわさ話
ばなし

、「　陰口　」、悪
わるくち

口などの

仲
な か ま

間には入
はい

らず、聞
き

いても「　同調　」しないようにしましょう。

（参
さんしょう

照：P121 〜 122）

◆

◆

◆

◆

◆

◆
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〈じっせんへん〉実践編

CHAPTER

6
P124~128

葬
そ う ぎ

儀・墓
は か

あなたはキリスト教
きょう

の葬
そ う ぎ

儀に出
しゅっせき

席したことがありますか ? どんなことが心
こころ

に残
のこ

り

ましたか ?

あなたは仏
ぶっきょう

教の葬
そ う ぎ

儀に参
さんれつ

列した時
とき

、クリスチャンとしてどのように臨
のぞ

んだら良
よ

い

か知
し

っていましたか ? 分
わ

からないことがありますか ?

あなたは遺
ゆいごんじょう

言状を書
か

いて、同
おな

じものを家
か ぞ く

族と牧
ぼ く し

師に渡
わた

してありますか ?

1

2

3

葬
そ う ぎ

儀や墓
はか

について質
しつもん

問や問
もんだい

題があったら、( 言
い

える範
は ん い

囲で ) お話
はな

しください。4

キリスト教の葬儀に関しては「( お経でないので ) 言葉が分かりやすい」「明るい」

「再会の希望がある」という感想を持つ人が多いようです。いろいろな感想があ

るかもしれませんが「自分も大切な人達も必ず死ぬということ」と「死んだ後、

どうなるのか、どこへ行くのか」考えられたら幸いです。キリスト教の葬儀に参

列して、教会に行くようになった人もいることを伝えましょう。

分からないことがないように、この時間によく学びましょう。

特に家族が未信者の場合は作成しておきましょう。口約束をしていたとしても、

文章になったものがある方が確かです。なるべ元気なうちに書いておきましよう。

( 体が弱っている時に遺言状を書くと気持ちが沈んでしまうからです )

家族が未信者でどうしても仏式の葬儀になってしまう、という人にはその後でも

いいので故人を偲ぶ会を教会で行わせてほしい、その時、家族も参列して戴けな

いかと伝えてみるのも良いでしょう。 先祖のお墓に入ることになっている人に

は、分骨して教会の納骨堂にも入るよう勧めてもみましょう。



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、自
じ ぶ ん

分が天
てん

に召
め

された時
とき

に、葬
そ う ぎ

儀を通
とお

して証
あかし

・伝
でんどう

道ができることを感
かんしゃ

謝します。

自
じ ぶ ん

分が葬
そ う ぎ

儀に参
さんれつ

列する時
とき

も、正
ただ

しいふるまいをしてあなたを悲
かな

しませることがありま

せんように ...。復
ふっかつ

活の主
しゅ

に感
かんしゃ

謝して、御
み な

名によって祈
いの

ります。アーメン。

仏
ぶっきょう

教の葬
そ う ぎ

儀に参
さんれつ

列する時
とき

は、「　焼香　」をせず、焼
しょうこうだい

香台の所
ところ

で、ご遺
い ぞ く

族の慰
なぐさ

めを天
てんちそうぞう

地創造の神
かみ

に祈
いの

りましょう。葬
そ う ぎ

儀ではできる限
かぎ

り「　 手伝い 　」をす

るのが良
よ

いでしょう。（参
さんしょう

照：P124 〜 125）

クリスチャンになって檀
だ ん か

家を止
や

めたい場
ば あ い

合は寺
てら

に、墓
はか

を処
しょぶん

分する場
ば あ い

合は

「　石屋　」に相
そうだん

談し、手
て つ づ

続きをしましょう。キリスト教
きょう

の葬
そ う ぎ

儀では「　寺　」

の墓
ぼ ち

地に埋
まいそう

葬できないこともあります。前
まえ

もって調
しら

べておきましょう。

（参
さんしょう

照：P125 〜 126）

未
み し ん じ ゃ

信者の家
か ぞ く

族の方
かた

でも亡
な

くなった時
とき

は、「　教会　」で葬
そ う ぎ

儀をしていただける

よう、他
ほか

の家
か ぞ く

族や親
しんせき

戚に了
りょうかい

解を得
え

ましょう。牧
ぼ く し

師とすぐ相
そうだん

談して式
しきじょう

場や葬
そ う ぎ し ゃ

儀社

の手
て は い

配をしましょう。（参
さんしょう

照：P126）

キリスト教
きょう

では『〇回
か い き

忌』というものはなく、「　 記念会 　」という呼
よ

び名
な

で自
じ ゆ う

由に行
おこな

うことができます。未
み し ん じ ゃ

信者の親
しんぞく

族に配
はいりょ

慮して記
き ね ん か い

念会を行
おこな

うことも

大
たいせつ

切です。（参
さんしょう

照：P127）

家
か ぞ く

族 が 未
み し ん じ ゃ

信 者 の 方
か た

は 、自
じ ぶ ん

分 が 亡
な

く な っ た ら キ リ ス ト 教
きょう

で 葬
そ う ぎ

儀 を し 、

「　 司式者 　」として牧
ぼ く し

師を希
き ぼ う

望することを「　  遺言状  　」に書
か

き、家
か ぞ く

族

と牧
ぼ く し

師に預
あず

けておくと良
よ

いでしょう。（参
さんしょう

照：P127 〜 128）

◆

◆

◆

◆

◆
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CHAPTER

7・8
P130~138

教
きょうかいかん

会間のことで・その他
た

あなたの教
きょうかい

会の良
よ

い所
ところ

はどこですか ? 他
ほか

の教
きょうかい

会に行
い

ってみたいと思
おも

うことはありますか ?

他
ほか

の教
きょうかい

会のクリスチャンの友
ゆうじん

人を持
も

っていますか ? 良
よ

い点
てん

、あるいは気
き

を付
つ

けた方
ほう

が良
よ

いことなど

感
かん

じたことがありますか ?

まだ言
い

っていないが、牧
ぼ く し

師に話
はな

しておいた方
ほう

が良
よ

いと思
おも

っていることがありますか ?

1

2

3

キリスト教
きょう

についてどんなことでも疑
ぎ も ん

問や質
しつもん

問があったらお話
はな

しください。4

自分の教会の良いところをきちんと言えて、自分の教会を愛し、誇りに思っている人は幸いです。 
神様が選んで、体の一部として導いてくださったのですから、今繋がれている教会を大切にできる
ように励ましましょう。他の教会の礼拝への参加は、見てみたいと思うかもしれませんが、好奇心
だけで他の教会の礼拝に行くことはしないで、控えた方がいいでしょう。行ってしまった時の自分
の教会は身体の一部をなくしていることだからです。また出席した教会側も、来会された他教会の
信徒の方をどう対応したら良いか困ることも考えてみましょう。今はネット配信している教会も多
いので、それを見て参考にするだけに止めておきましょう。母教会に不平不満があって、教会を変
えたいと思っている方もいるかもしれません。不満があるから出るのではなく、その不満がなくな
るように、みんなで祈って改善していきましょう。そのために自分が遣わされていると思ったらい 
かがでしょうか。牧師に不満がある場合もあるかもしれません。牧師も人間ですので失敗や欠けも 
あります。でもそこを兄弟姉妹が支え補って教会が成り立っています。教会は互いに愛し合い、赦 
し合い支え合っています。自分も愛され、支えられ、赦されているのだということにも気づきまし 
ょう。祈って祈って本当に転出することが神の御心かどうかも尋ねましょう。牧師本人ともよく話 
して誤解がないかを確認しましょう。役員や信仰深い人に相談したり、このことに関しては他の信 
頼できる牧師に相談することも考えられます。ただ牧師が聖書から逸脱したことを語ったり、教会 
の会計を私物化したり、継続的にハラスメントがあったり、自分を神だと言い出したとしたら論外 
です。悔い改めがなければ離れましょう。でもそのような場合も教会から離れなければならないの 
は牧師の方で、自分は自分の教会に居続けるべきです。

他教会の友人を持つことは良いことです。ただし、互いに愚痴の言い合いにならないように気を付
けましょう。話は信仰的、建設的、肯定的であるように努め、悩みを打ち明けられ、支え励される
関係であれば素晴らしいことです。何より祈り合い、お互い啓発されて、信仰が引き上げられる関
係となりましょう。

この場所では言えなくても、メールでも良いから知らせ、会うか、オンラインでも良いので顔を見
て何でも話せる雰囲気にしておきましよう。

時間があったらこのテキストを学んだ全体の感想を言い合ってみましょう。また修了式を行い、修
了書を各自に渡すのも良いでしょう。パーティ形式で交わりの時を持つのはどうでしょうか。この時、
次のテキストが決まっていて、各自がまた意欲をもって学びを継続したいと思っている状態になっ
ていましたら最善です。祈って、感謝を主に表して終了しましょう。



復習タイム

お祈り
い の

ふ   く   し   ゅ   う

天
てん

の神
かみさま

様、神
かみさま

様がこの教
きょうかい

会に導
みちび

いて下
くだ

さったことを感
かんしゃ

謝します。何
なん

でも牧
ぼ く し

師

先
せんせい

生に相
そうだん

談し、信
しんこう

仰の先
せんぱい

輩である良
よ

い兄
きょうだい

姉を見
み な ら

習い、互
たが

いに祈
いの

り合
あ

って、恵
めぐ

み豊
ゆた

かな信
しんこうしゃ

仰者にしてください。アーメン。

教
きょうかい

会を移
うつ

りたいときは牧
ぼ く し

師に相
そうだん

談しましょう。手
て つ づ

続きとしては「　転籍　」になり
ます。仕

し ご と

事などの理
り ゆ う

由でなく、教
きょうかい

会を転
てんてん

々とするのは良
よ

くはありません。
（参

さんしょう

照：P130 〜 131）

他
たきょうだん

教団、他
た き ょ う は

教派に移
うつ

りたいときは牧
ぼ く し

師によく話
はなし

をし、理
り か い

解の上
うえ

、転
てんせき

籍の手
て つ づ

続きに入
はい

るようにすべきです。「　教派　」の違
ちが

いをよく調
しら

べておきましょう。
（参

さんしょう

照：P131 〜 132）

出
しゅっちょう

張 や旅
りょこう

行で他
ほか

の教
きょうかい

会の礼
れいはい

拝に出
しゅっせき

席したいときは、牧
ぼ く し

師に連
れんらく

絡し指
し じ

示を受
う

けると
共
とも

に、自
じ ぶ ん

分の教
きょうかい

会の特
とくべつ

別な「　行事　」にぶつからないようにしましょう。他
ほか

の
教
きょうかい

会のイベントに出
しゅっせき

席したいときも牧
ぼ く し

師とよく相
そうだん

談し、その教
きょうかい

会の「　迷惑　」に
ならないようにしましょう。（参

さんしょう

照：P132）

他
ほか

の教
きょうかい

会の信
し ん と

徒と交
こうりゅう

流を持
も

ちたいときは母
ぼきょうかい

教会と相
あ い て

手の教
きょうかい

会の牧
ぼ く し

師の「　了解　」
を得

え

ましょう。やり取
と

りは神
かみ

の前
まえ

に出
だ

せるものであるべきです。クリスチャンの良
よ

い友
ゆうじん

人となりましょう。（参
さんしょう

照：P133）

教
きょうかい

会で体
たいちょう

調が悪
わる

くなったりしたときの為
ため

に、自
じ た く

宅や連
れんらくさき

絡先、かかりつけの病
びょういん

院や
大
だ い じ

事な「　薬　」 など牧
ぼ く し

師に伝
つた

えておきましょう。（参
さんしょう

照：P134）

心
こころ

の病
やまい

があって、伝
でんどう

道、奉
ほ う し

仕、交
まじ

わりが難
むずか

しい時
とき

は、牧
ぼ く し

師に自
じ ぶ ん

分の状
じょうきょう

況を説
せつめい

明して、
「　　出来る　　」 ところから行

おこな

ったら良
よ

いでしょう。まずは病
やまい

の回
かいふく

復を第
だいいち

一にしま
しょう。（参

さんしょう

照：P135 〜 136）

教
きょうかい

会では「　選挙　」活
かつどう

動は控
ひか

えましょう。（参
さんしょう

照：P136）

病
びょうき

気になったとしても、神
かみ

は見
み は な

放したりしません。癒
いや

しを神
かみ

に祈
いの

りましょう。休
きゅうそく

息
が必

ひつよう

要なのかもしれません。病
やまい

の中
なか

でも神
かみ

の臨
りんざい

在を覚
おぼ

えたり、他
ほか

の病
びょうにん

人のとりな
しの祈

いの

りをしたり、看
かんびょう

病して下
くだ

さる方
かたがた

々への「　感謝　」と祝
しゅくふく

福を祈
いの

りましょう。
（参

さんしょう

照：P137 〜 138）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆




